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   先日の豪雨では近隣で土砂災害が起こり、驚いたり心を痛めたりしたことでしょう。 

  まだ、梅雨は続きます。急な天候の変化に気をつけていきましょう。 

 

 

           

これからの時期は、急な暑さに見舞われる日もあります。学校で

は基本的なコロナ対策を継続しつつ「暑さ対策」も行っています。 

＊登下校 

 ・できるだけ帽子をかぶって登下校する。（日傘でもよいです） 

 ・マスクをとって歩く。（この場合は、人との距離をとり、おしゃべりをしない） 

 ・水筒の水分を補給するときは、歩きながら飲まずに安全な場所で飲む。 

＊学習 

 ・エアコンや扇風機を使用しながら、2 方向の窓やドアを少し開けて換気をする。 

・暑くて息苦しくなったときは、少しの間マスクをはずして体 

調を整える。（人との距離をとり、おしゃべりをしない） 

・運動前後や休み時間は積極的に水分補給を促す。また、授業 

中でも適宜水筒で水分補給をする。 

・毎日、「暑さ指数（WBGT）」を測定し、「熱中症予防・運 

動の指針」に沿って、運動場や体育館での活動を中止したり 

短縮したりする。 

・体育、休み時間など、外で学習や遊びをするときは、色帽子 

をかぶり、マスクをはずす。 

 

     
 健康手帳の後ろのページに「健康診断 

結果通知書」を添付しましたので、ご覧 

ください。 

 今までのように保護者印の押印はあり 

ませんが、むし歯・要注意乳歯（永久歯 

が出てきているので抜いたほうがよい乳 

歯）・視力（Ｃ、Ｄ）・各健診で所見の 

ある疾病については、専門医を受診して 

ください。  



 
  夏は汗の量が多く、熱中症を防ぐためにも水分補給が 

欠かせません。その際、じょうずに水分補給をするように

しましょう。 

 ＊のどが渇いたと感じたときは、すでに水分が不足して

いることがあります。意識して、早めに水分をとりまし

ょう。 

 ＊運動をするときは、運動の前、途中、後にも水分をとり

ましょう。 

          ＊１度にたくさん飲まずにコップ１

杯くらいの量を、何回もこまめに 

           とりましょう。                 

 

 

 

              

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                ①皮膚の乾燥を防ぐ 

            ＊たくさん汗をかいたときは、水分     ②体温を調節する 

             と同時に塩分も補給しましょう。     ③体の中の汚いものを外 

に出す 

                                    こたえは 下  

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

「汗のもっとも大切なはたらきは？」のこたえは ②  

①児童の感染が判明した場合や児童が濃厚接触者に特定された場合。 

②児童に発熱やせき・頭痛・腹痛等のかぜ症状で欠席する場合。 

⇒必要に応じて医療機関にご相談ください。  

③同居家族がかぜや熱等の症状があり、児童を欠席させる場合。 

④基礎疾患等のある児童が、感染予防のために登校すべきでない 

と判断した場合。 

⑤保護者の意向により、感染予防のため欠席する場合。    

   

昨年度から、このよ

うな場合は

等の扱いになり、欠席

にはなりません。  

 なお、医師の証明も

必要ありません。 


